
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































14） 抑留者の家族との文通は、1946年 月に認められた（三カ月に 通が標
準）。富田武、長勢了治（編）『シベリア抑留関係資料集成』（みすず書房、
2017年）182、184～187ページ。
15） 富田武『シベリア抑留者たちの戦後』（人文書院、2013年）49ページの説
明を引用する。「ナホトカには送還のための（第三八〇）収容所があり、閣
僚会議付属送還業務全権代表の管轄下にあった。収容所は（当初は三、やが
て）四〔つ〕の分所から成り、第一分所は駅出迎え、人員点検、入浴、滅菌
消毒、第二分所は被服点検、支給、第三分所は輸送梯団編成、乗船待機、第
四分所は病弱者収容、病院船待機という業務分担だった」
16） 友好祭に参加した箏奏者の後藤すみ子さんは、25万円だったと証言して
いる。2015年10月31日、東京は成城のご自宅での聞き取り。
17） 梅津紀雄、半谷史郎「「邦楽 人の会」の誕生：オーラル・ヒストリーの
中のモスクワ青年学生平和友好祭（1957）」『SLAVISTIKA』第32号（2016年：
発行は2017年 月）、191～212ページ。
